
vol.020　2019.11.15 〔お問い合わせ〕花山農山村交流センター ☎ 0228-43-5111

栗原市花山地区 地域おこし協力隊 活動報告誌 栗原市花山地区地域おこし協力隊　

　　　　　　　　ちば　よしこ（千葉　喜子）

　　　　　　さわはた　まなぶ（澤畑　 学 ）
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第７話
〜台風の巻〜

　

台
風
１
９
号
の
通
過
後
の
畑
で
す
が
、
自
然
薯
の
ネ
ッ
ト

の
支
柱
が
風
で
倒
れ
て
後
ろ
の
木
に
寄
り
か
か
っ
て
い
て
、

ツ
ル
も
引
っ
張
ら
れ
て
全
て
抜
け
て
い
ま
し
た…

。

　

畑
も
植
え
て
い
た
野
菜
が
斜
め
に
倒
れ
て
い
た
り
、
根
が

剥
き
出
し
状
態
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
起
こ
し
て
土
を
寄

せ
て
済
み
ま
し
た
。
唯
一
、
里
芋
は
無
事
で
し
た
。

　

今
回
の
台
風
で
、
風
対
策
の
重
要
性
を
痛
感
で
き
、
今
後

の
備
え
と
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

空
き
家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
宅
を
片
付
け
て
、
家
主
さ
ん
の

お
悩
み
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
花
山
に
移
住
し
て
く
る
方
々
の

住
居
の
受
け
皿
に
し
よ
う
！
と
活
動
し
て
い
る
、
空
き
家
利
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

先
月
末
に
、
今
年
２
回
目
（
通
算
８
回
目
）
と
な
る
「
空
き
家

片
付
け
隊
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
片
付
け
た
の
は
、
宿
地
区
に
あ
る
お
宅
。
２
階
建
て
で
、

床
の
間
や
子
ど
も
部
屋
も
あ
る
、
立
派
な
一
軒
家
で
す
。

　

布
団
や
食
器
、
小
物
類…

家
の
中
に
残
っ
て
い
た
た
く
さ
ん
の

家
財
を
仕
分
け
し
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
。
２
ト
ン
車

換
算
で
２
回
分
以
上
の
荷
物
を
運
び
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
ち
ら
の
お
宅
に
は
、
本
が
各
部
屋
に
大
量
に
あ
っ
た

た
め
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
運
び
出
し
て
、
資
源
回
収
に
。

　

準
備
も
含
め
る
と
、
計
３
日
間
と
い
う
長
丁
場
に
な
り
ま
し
た

が
、
無
事
片
付
け
が
完
了
し
、
新
し
い
住
人
を
迎
え
入
れ
る
準
備

が
整
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
的
に
、
空
き
家
の
片
付
け
を
実
施
し
て
い
く
予
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
。
花
山
地
区
内
で
活
用
で
き
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
空
き
家
を
ご
存
知
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

発 

行 

人

空き家利活用プロジェクト

「空き家片付け隊」
第８弾を実施しました

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　

研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

　

先
月
７
日（
月
）に
、
栗
駒
六
日
町
の
「
Ｃ
ａ
ｆ
ｅ

か
い
め
ん
こ
や
」
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
向
け
の

研
修
会
が
あ
り
、
花
山
の
協
力
隊
３
名
も
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

山
形
県
鶴
岡
市
に
協
力
隊
と
し
て
赴
任
し
、
任
期

終
了
後
も
同
地
区
に
暮
ら
し
な
が
ら
様
々
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
、
田
口
比
呂
貴
さ
ん
か
ら
、
ご
自
身
の

協
力
隊
と
し
て
の
活
動
経
験
か
ら
、
協
力
隊
と
し
て

活
動
す
る
際
の
心
が
け
や
、
任
期
後
の
活
動
・
生
活

な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

他
地
区
の
協
力
隊
の
方
々
と
も
久
し
ぶ
り
に
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
と
な
り
、
親
睦
を
深
め
る
ひ
と
と
き

に
も
な
り
ま
し
た
。

9月1日発行の「広報くりはら」、
ご覧になりましたか？
表紙と巻頭特集で、
「空き家片付け隊」を
ご紹介いただきました！

市の広報誌に掲載！



　　　　　　　　　　　　　移住体験プログラム
　　　　　　　　　　　　「かがやく女性たちと過ごす花山いなか時間2019秋」。
　当初、10月12日～14日に開催を予定しておりましたが、台風19号の影響で開催
を断念。参加者10名の方にお会いできるはずだったのに、ひじょうに残念でした。
でも、自然災害では仕方ありません。
　気を取り直して、「冬プラン」を開催いたします！来年の１月に２泊３日で開催
予定で、現在、準備を進めているところです。
　今回は、かがやく女性たちに教わりながら、一緒にお料理をつくるプログラムが
メイン。花山の「冬」の寒さも体感していただきつつ、楽しんでいただこうと計画
しています。

栗原市では、現在下記５つのテーマで、合計10名の
地域おこし協力隊が活動しています。

・花山地区小さな拠点づくり推進及び移住定住推進業務

・“くりでん”に関する業務

・栗駒地区「六日町通り商店街 シャッター開ける人！」

・ジオパーク推進業務

・農泊推進業務

花山以外の協力隊がどのような活動をしているか、
こちらの紙面でご紹介していきたいと思います。
来月号から順次掲載しますので、どうぞお楽しみに！

旬彩湖畔のみせ
Kohan no mise SHUNSAI 2019年11月18日（月）本年の営業終了

2020年4月下旬 再OPEN予定！
今年の４月から、あくせくとしながらもなんとか営業
してきた「湖畔のみせ旬彩」。

早いもので、11月18日で今年の営業が終了となります。

手探り状態ではありましたが、花山にある貴重な施設を
なんとか活かせないものかと、はなやまネットワークで
指定管理を受けて運営してまいりました。

地域住民の皆様にホッと安らげるお時間を提供できたら…
と思い、カフェを設けてみたり、多くの生産者の皆様に
ご協力をいただきながら、地場産品を販売
させていただいたり。
イワナの塩焼きをはじめとした各催し物を
実施できたのも皆様の温かい見守りによる
ものです。
本当にありがとうございました。

さて、旬彩は少々冬眠をいたしまして、
来春、リスタートします！
ぜひ、お楽しみに♪

毎週、さまざまに工夫をして
いただいたおにぎりランチ♪

季節のデザートも
挑戦しました！

桜の木も、紅葉を越えて
冬の訪れを告げようとしています

気まぐれカレーランチ
も出してみたり…　

おれんじカフェ
の会場としても
ご利用いただき

ありがとうございました♪

フリーマーケット開催！
ぜひ、お越しくださいませ♪

10:00～14:00

11月23日（土） イベント

かがやく女性たちと過ごす花山いなか時間　プロジェクト移住体験
プログラム

10月21日、会議を開きました

2019
冬 2020年1月11日（土）～13日（月）開催！

突撃！
～栗原市で活動する
　  地域おこし協力隊
　　　　を紹介します～


